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明
治
五
年
刊

『
西
洋
家
作
雛
形
」

の
建
築
用
語

藤

田

治

彦

は

じ

め

に

八
七

（
明
治
瓦
）
年
の
十
月
、
「
西
洋
家
作
雛
形
』
が
東
京
の
玉
山
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
村
田
文
夫
と
山
田
貢
一
郎
の
共
訳

に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
書
の
邦
訳
で
、
四
冊
一
組
の
和
本
で
あ
っ
た
。
原
著
者
名
は
、
同
書
の
凡
例
に
「
シ
l
、
ブ
リ
ュ
ス
、

（

l）
 

レ
ン
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
建
築
に
関
す
る
邦
訳
出
版
物
に
は
、

ア
ル

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ス
編

（
閥
藤
成
緒
訳
）
「
百
科
全
書
・
建
築
事
』
、
関
原
書
別
版
の
邦
訳
で
あ
る
一
八
八
四

（

2）
 

訳
）
『
百
科
全
書
・
造
家
法
』
や
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
の
コ
ン
ド
ル
著
（
松
田
周
次
・
曾
禰
達
蔵
訳
）
「
造
家
必
携
」
な
ど
が

（

3）
 

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
や
百
科
全
書
の
一
部
は
、
す
べ
て
明
治
十
年
代
半
ば
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
明
治
一
七
）
年
の
チ
ャ
ン
ブ
ル
編
（
都
築
直
吉

り
、
こ
の
種
の
出
版
物
の
な
か
で
も
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
は
際
だ
っ
て
早
い
時
期
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
住
宅
建
築
書
で
あ
っ
た
。

「
西
洋
家
作
雛
形
』
は
明
治
の
日
本
で
最
初
に
邦
訳
さ
れ
た
住
宅
建
築
書
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
伺
書
は
、
扱
う
対
象
を
ほ
ぼ

1 

住
宅
に
限
っ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
と
し
て
は
他
に
比
肩
す
る
も
の
の
な
い
、
充
実
し
た
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
和
室
百
、
邦
訳
書
の



2 

別
を
間
わ
ず
、
明
治
の
日
本
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
建
築
書
で
あ
っ
た
と
さ
え
主
張
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
十
年
後
に
刊
行
さ
れ

た
チ
ャ
ン
プ
ル
ス
編
「
百
科
全
書
・
建
築
皐
」
と
、
そ
の
さ
ら
に
二
年
後
に
出
版
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ブ
ル
編
「
百
科
全
書
・
造
家
法
』
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
版
を
底
本
と
し
て
い
る
も
の
の
、
と
も
に
「
チ
ェ
イ
ン
パ

l
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
一
般

向
け
百
科
全
書
の
建
築
の
章
の
邦
訳
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
初
心
者
向
け
の
西
洋
建
築
史
概
説
と
い
う
べ
き
内
容
の
も
の
で
、

小
さ
な
判
型
の

「
百
科
全
書
・
建
築
皐
』

は
百
五
頁
の
小
冊
子
で
あ
り
、
『
百
科
全
書
・
造
家
法
』

は
三
分
巻
の
百
科
全
書
の
下
巻
中

に
三
十
二
頁
の
み
を
占
め
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』

は
、
専
ら
住
宅
を
対
象
と
し
た
実
用
書
だ
が
、
そ
の
邦
訳
書
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
わ
ゆ

る
住
宅
「
雛
形
」
本
で
は
な
い
。
「
雛
形
」
本
な
ら
江
戸
時
代
に
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
お
も
に
大
工
や
指
物
師
の
た
め

に
詳
細
部
分
の
形
状
等
を
図
示
し
た
も
の
で
、
近
代
的
な
意
昧
で
の
建
築
に
つ
い
て
詳
説
し
た
書
物
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
全
四
巻

構
成
で
、
巻
之
一

（
二
十
九
丁
五
十
八
頁
）
、
巻
之

（
二
十
八
丁
五
十
六
頁
）
、
巻
之
三
（
三
十
四
丁
六
十
八
頁
）
、
巻
之
四

十

八
丁
五
十
六
百
（
）
、
あ
わ
せ
て
全
四
巻
二
百
三
十
八
頁
と
い
う
そ
の
頁
数
か
ら
、
そ
し
て
、
従
来
の
各
種
「
雛
形
」
本
や
「
規
矩
術
」

書
と
は
異
な
り
、
詳
細
だ
け
で
は
な
く
、
建
物
の
平
面
、
立
面
は
も
ち
ろ
ん
、
設
備
ま
で
を
も
含
め
て
建
築
物
全
体
を
扱
っ
た
そ
の
内

容
か
ら
し
て
も
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
を
日
本
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
建
築
書
と
呼
ぶ
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
主
張
す
る
に
は
、
日
本
の

「
建
築
書
」
と
は
何
か
と
い
う
論
議
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
本
論
の
目
的

で
は
な
い
。

本
論
の
目
的
は
、
「
西
洋
家
作
雛
形
』

の
底
本
ま
た
は
原
書
を
確
認
し
、
訳
出
の
背
景
を
探
り
、
明
治
初
年
に
邦
訳
刊
行
さ
れ
た
極

め
て
ま
れ
な
建
築
書
を
そ
の
原
著
と
比
較
し
、
同
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
建
築
語
蒙
の
英
利
対
照
表
を
作
成
し
、
明
治
の
日
本
に
お
付



る
英
語
建
築
語
葉
の
邦
訳
の
あ
り
か
た
、
和
英
両
概
念
の
対
応
の
さ
せ
か
た
に
関
す
る
分
析
的
考
察
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
『
西
洋
家

作
雛
形
』
が
明
治
の
日
本
で
最
初
の
本
格
的
住
宅
建
築
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
西
洋
建
築
的
な
思
考
の
日
本
へ
の
移

植
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
と
く
に
住
宅
建
築
に
関
し
て
、
考
察
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

『
西
洋
家
作
雛
形
』
訳
出
の
意
図
と
背
景

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

東
京
火
災
ノ
甚
シ
キ
ハ
其
因
三
ア
リ
一
ハ
都
曾
繁
華
ニ
シ
テ
火
ヲ
用
ユ
ル
度
ナ
キ
ナ
リ
一
ハ
土
地
瞭
漠
ニ
シ
テ
風
ヲ
受
ク
ル
烈
シ
キ

ナ
リ
一
ハ
人
戸
衆
多
ニ
シ
テ
材
ヲ
取
ル
1
粗
虞
ナ
ル
ナ
リ
昔
人
防
禦
ノ
術
ナ
キ
ヲ
苦
ン
テ
之
ヲ
全
盛
世
間
繁
華
地
方
ノ
事
奈
何
ス
ヘ
キ

ナ
シ
ト
セ
リ
今
蕗
壬
申
仲
春
ノ
災
其
惨
極
マ
ル

官
之
ヲ
欄
ン
テ
救
幽
ノ
典
ヲ
奉
行
ヒ
且
後
災
ヲ
慮
カ
リ
大
ニ
家
窒
ノ
制
ヲ
轡
革
シ
一

ニ
洋
式
ニ
殺
フ
ソ
レ
洋
人
ノ
家
室
ヲ
築
造
ス
ル
ヤ
素
ヨ
リ
美
麗
ヲ
ム
子
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
専
ラ
火
災
防
禦
ヲ
主
ト
ス
ル
ナ
リ
故
ニ
自
ラ

失
火
ス
ル
］
ナ
ケ
レ
ハ
他
ノ
延
焼
累
焚
ノ
患
ナ
シ
今

官
ヨ
リ
令
シ
テ
其
方
法
ニ
働
ハ
シ
ム
レ
ハ
祝
融
風
伯
冠
ス
ル
ト
難
珂
連
街
比
屋

一
時
焦
土
ノ
惨
ナ
カ
ル
ヘ
シ
其
仁
宣
大
ナ
ラ
ス
ヤ
偶
英
人
余
ニ
贈
ル
ニ
小
冊
子
ヲ
以
テ
シ
謂
テ
日
君
之
ヲ
課
停
セ
ハ
即
今
築
造
経
替
ノ

一
助
ト
ナ
ル
へ
シ
既
ニ
都
下
民
庶
此
方
法
ニ
因
テ
火
災
ヲ
免
ス
レ
ハ
僻
邑
退
陣
ト
雌

R
必
ス
停
へ
テ
之
ニ
倣
ハ
シ
僻
邑
題
陳
之
ニ
因
テ

火
災
ヲ
免
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
則
君
ノ
世
ニ
徳
ス
ル
亦
大
ナ
リ
膏
ニ
即
今
都
下
築
造
経
営
ノ
一
助
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
シ
テ
此
冊
子
モ
亦
栄
ト

云
へ
シ
余
乃
チ
山
田
兄
ト
相
謀
リ
共
ニ
之
ヲ
詳
述
シ
絹
メ
テ
四
巻
ト
ナ
シ
且
嶺
ニ
昔
人
奈
何
ト
モ
ス
ル
ナ
キ
ノ
禍
患

明
聖
ノ
揮
ニ
由

テ
今
ヨ
リ
将
ニ
絶
セ
ン
ト
ス
ル
ヲ
喜
フ
依
テ
巻
端
ニ
題
ス
ル
コ
ト
爾
カ
リ

止邑
田

（

4）
 

村
田
文
夫
識

3 

明
治
五
年
壬
申
五
月



4 

訳
者
の
ひ
と
り
村
田
文
夫
は
こ
の
よ
う
に
序
に
記
し
て
い
る
。
東
京
の
火
災
は
甚
だ
し
い
が
、
そ
の
原
因
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、

東
京
は
繁
華
な
都
会
で
限
り
な
く
火
を
用
い
る
。
第
二
に
、
土
地
が
広
く
、
風
が
強
い
。
第
三
に
上
げ
て
い
る
原
因
は
、
人
家
が
密
集

し
て
、
火
災
と
な
る
と
消
火
が
困
難
で
あ
る
、

ほ
ど
の
意
昧
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
の
解
釈
は
更
に
検
討
を
要
す
る
。

次
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
壬
申
仲
春
ノ
災
」
と
は
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
二
月
二
十
六
日
の
午
後
三
時
頃
、
和
田
倉
門
内
の
も

と
会
津
屋
敷
に
発
し
、
銀
座
御
堀
端
か
ら
築
地
に
か
け
て
の
四
十
一
か
町
を
焼
き
つ
く
し
た
大
火
で
あ
っ
た
。
自
分
自
身
、
木
挽
町
の

邸
で
躍
災
し
た
東
京
府
知
事
由
利
公
正
は
、
翌
朝
早
速
、
太
政
官
に
出
て
、
次
の
よ
う
に
申
し
入
れ
た
と
さ
れ
る
。
「
：
：
：
人
間
の
労

力
が
残
る
と
い
う
の
が
国
の
一
番
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
：
：
・
ど
う
か
れ
ん
が
建
築
に
し
た
い
。
そ
れ
に
し
て
は
是
非
政
府
で
御
助

勢
下
さ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
輩
載
の
下
の
町
を
造
る
の
じ
ゃ
か
ら
、
ど
う
か
悉
皆
願
い
た
い
。
：
：
：
全
体
金
は
ど
の
位
要
っ
て
も
こ

（

5）
れ

ん

こ

く

れ

ん

こ

く

の

も

と

れ
は
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
名
誉
に
関
す
る
事
じ
ゃ
に
よ
っ
て
：
：
：
。
」
「
肇
最
」
と
は
天
子
の
乗
る
専
の
こ
と
で
、
「
輩
穀
下
」

は
天
子
の
ひ
ざ
も
と

つ
ま
り
皇
居
の
地
あ
る
い
は
首
都
を
意
味
す
る
。

同
年
二
月
三
十
日
に
は
、
内
閣
制
度
成
立
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
明
治
政
府
の
最
高
官
庁
で
あ
っ
た
太
政
官
よ
り
、
東
京
ヘ
全

市
を
れ
ん
が
建
築
家
屋
で
不
燃
化
す
る
方
針
の
沙
汰
が
出
さ
れ
、
三
月
二
日
に
は
、
東
京
府
知
事
名
に
よ
り
「
れ
ん
が
家
屋
建
築
、
御

趣
旨
告
諭
」
が
出
さ
れ
た
。
府
下
は
首
都
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
度
の
焼
失
地
域
は
道
路
を
と
り
ひ
ろ
げ
、
近
い
う
ち
に
公
布
す
る

れ
ん
が
家
屋
で
再
建
す
る
予
定
で
い
る
。
費
用
そ
の
他
の
点
で
通
達
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
勝
手
に
新
築
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
よ

（

6）
 

う
に
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

い
か
に
大
火
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
東
京
全
市
を
れ
ん
が
建
築
家
屋
で
不
燃
化
す
る
方
針
が
火
災
後
わ
ず
か
な
日
数
で
示
さ
れ
た
背

景
に
は
、
東
京
府
知
事
ら
の
強
力
な
働
き
か
け
と
、
そ
れ
を
支
持
す
る
政
府
内
外
の
強
い
意
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
火
災
の



被
災
地
で
あ
る
、
皇
居
か
ら
外
国
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
築
地
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
新
し
い
日
本
の
政
治
経
済
の
中
心
で
あ
る
と
同
時

に
、
外
国
人
の
交
通
の
要
所
で
も
あ
っ
た
。

五
月
に
は
、
前
年
十
月
に
米
欧
に
向
け
て
出
発
し
た
岩
倉
具
視
に
条
約
改
正
交
渉
の
全
権
を
委
任
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
明

治
五
年
は
不
平
等
条
約
を
改
正
す
る
最
初
の
機
会
が
訪
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、
そ
の
吏
渉
を
有
利
に
し
よ
う
と
い
う
目
論
み

明治五年刊行『西洋家作雛形jの建築用語

も
あ
っ
て
、
日
本
の
文
明
開
化
政
策
あ
る
い
は
国
際
化
（
西
洋
化
）
政
策
の
方
向
を
実
体
的
か
つ
視
覚
的
に
も
明
示
し
よ
う
と
、
い
わ

（

7）
 

ゆ
る
銀
座
煉
瓦
街
の
西
洋
化
な
い
し
洋
風
化
あ
る
い
は
美
化
の
計
画
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
。
越
前
出
身
の
維
新
の
功
臣
で
あ
る
東
京

府
知
事
由
利
公
正
も
、
五
月
に
は
特
命
全
権
大
使
岩
倉
具
視
の
一
行
に
加
わ
り
欧
州
各
国
を
巡
遊
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
五
月
に
、
邦
訳
者
の
ひ
と
り
村
田
が
書
い
た
「
西
洋
家
作
雛
形
』
の
序
は
、
そ
の
よ
う
な
銀
座
煉
瓦
街
の
計
画
の
そ
れ
と
は
ま

っ
た
く
対
照
的
な
、
明
治
政
府
の
火
災
対
策
お
よ
び
救
済
策
を
強
調
し
て
い
る
。
民
間
の
擢
災
者
救
済
寄
金
の
申
し
出
に
刺
激
さ
れ
て
、

大
蔵
省
は
官
員
有
志
の
募
金
運
動
を
始
め
た
。
こ
れ
が
宮
が
行
っ
た
「
救
他
ノ
典
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
省
は
貸
家
会
社
の
設
立
案

を
東
京
府
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
家
室
ノ
制
ノ
媛
革
」
だ
が
、
「
洋
式
ニ
致
フ
」
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
は
、
三
月
に
府

知
事
名
で
出
さ
れ
た
「
れ
ん
が
家
屋
建
築
、
御
趣
旨
告
諭
」
と
、
そ
れ
に
続
く
銀
座
煉
瓦
街
の
建
設
計
画
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
東
京
府
は
「
れ
ん
が
家
屋
」
の
入
居
者
は
必
ず
し
も
権
災
者
に
限
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。

村
田
は
、
政
府
や
東
京
府
が
こ
の
機
会
に
西
洋
家
屋
を
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
実
用
的
な
理
由
の
た
め

で
、
「
西
洋
人
の
よ
う
な
住
宅
を
つ
く
る
の
は
、
美
麗
を
主
眼
と
す
る
の
で
は
な
く
、
専
ら
防
災
を
重
ん
じ
る
た
め
で
、
自
宅
か
ら
失

火
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
延
焼
の
心
配
の
な
い
住
ま
い
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
政
府
が
命
令
し
て
そ
の
よ
う
な
方
法
を
倣
わ
せ
れ
ば
、

5 

火
災
や
風
の
神
が
害
を
加
え
よ
う
と
も
、
家
々
が
連
な
る
街
並
み
が
一
時
に
焦
土
と
仮
す
よ
う
な
惨
事
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
断
言
し
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（

8）
 

て
い
る
。
あ
る
英
国
人
が
こ
の
小
冊
子
を
訳
者
に
贈
り
、
邦
訳
し
て
伝
え
広
め
れ
ば
紡
災
の
一
助
と
な
る
と
助
言
し
た
、
と
そ
の
序
は

続
け
て
い
る
が
、
大
火
と
出
版
の
時
期
が
非
常
に
近
い
の
で
、
こ
の
訳
業
が
東
京
の
大
火
か
ら
始
ま
っ
た
と
結
論
す
る
に
は
、
さ
ら
な

る
調
査
研
究
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
、
訳
者
は
、
大
都
市
の
防
災
と
建
築
の
み
を
念
頭
に
『
西
洋
家
作
雛
形
』
を
訳
出
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
東
京
「
都
下
」

の
人
々
が
こ
の
本
に
示
さ
れ
て
い
る
方
法
で
火
災
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
央
か
ら
遠
い
地
域
で

に
な
る
だ
ろ
う
、

つ
い
に
は
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

（

9）
 

と
い
う
の
が
、
序
の
結
び
の
部
分
で
村
田
が
語
る
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
訳
了
に
際
し
て
の
訳
者
の
願
い
で
あ
っ
た
。

も
そ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に
な
り
、
昔
の
人
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
禍
を
、

「
西
洋
家
作
雛
形
』

の
原
本

訳
者
は

『
西
洋
家
作
雛
形
』

の
凡
例
に
お
い
て
、
そ
の
原
本
と
原
著
者
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
「
一

原
本
は
英
国
大
工

頭
シ

1
、
ブ
リ
ュ
ス
、

ア
ル
レ
ン
氏
の
著
作
に
し
て
ジ
ョ
ン
、

ウ
ィ

i
ル
氏
之
を
増
補
し
た
る
も
の
な
り
蓋
此
書
千
八
百
七
十
年
の
鍍

行
に
係
り
英
国
に
て
近
来
改
正
し
た
る
造
家
の
方
法
を
墨
く
圃
解
せ
る
も
の
に
て
宮
殿
楼
壷
の
如
き
大
建
物
を
除
く
の
外
尋
常
家
宅
の

（

ω） 

造
法
は
悉
く
細
記
し
た
る
書
な
り
」
。

こ
れ
ま
で
こ
の

『
西
洋
家
作
雛
形
』

の
原
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
西
洋
家
作
雛
形
』
と
い
う
邦
訳
書
名
は
参
考
程
度
に

考
え
、
「
ア
ル
レ
ン
」
と
い
う
原
著
者
名
と
、
「
ウ
ィ

l
ル
」
と
い
う
増
補
者
名
、
お
よ
び
一
八
七
O
年
と
い
う
そ
の
増
補
版
の
刊
行
年

を
頼
り
に
こ
の
原
著
を
探
し
た
結
果
、

ロ
ン
ド
ン
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
、
出
版
年
こ
そ
多
少
異
な
る
が
、
そ
れ
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
著
者
は
現
在
な
ら
む
し
ろ
「
C
・
ブ
ル
ー
ス
・
ア
レ
ン
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
、
原
書
名
は
短
く

紹
介
す
れ
ば
「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

E
g
m
判。∞
E
E
E
E
で
あ
る
。
省
略
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
も
伴
わ
な
い
直
訳
書
名
の
か



（込

た
ち
で
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
「
小
住
宅
、
労
働
者
階
級
の
改
良
住
居
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
論
で
は
以
下
、

同
原
書
を
短
く
『
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
表
記
す
る
。

「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』

の
底
本
と
さ
れ
る
一
八
七
O
年
版
は
ま
だ
縫

の
一
八
六
七
年
版
は
第
六
版
で
、
『
西
洋
家
作
雛
形
」

認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』

『
西
洋
家
作
雛
形
』

の
訳
文
と
を
比
較
す
る
か
ぎ
り
で
は

の
原
文
と

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

両
版
聞
に
内
容
上
の
大
き
な
相
違
は
な
い
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
り
厳
密
に
記
す
な
ら
ば
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』

の
記
載
事
項
の

な
か
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
筒
所
を
『
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
に
見
い
だ
せ
な
い
事
項
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
八
六
七
年

版
に
は
な
か
っ
た
何
ら
か
の
増
補
部
分
が
一
八
七
O
年
版
に
加
わ
っ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
『
コ
テ
i
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
』

一
八
六
七
年
版
の
原
文
と

『
西
洋
家
作
雛
形
』

の
訳
文
を
比
較
す
る
上
で
、
大
き
な
支
障
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

明
治
の
日
本
で
最
初
の
本
格
的
邦
訳
建
築
書
が
「
労
働
者
階
級
の
改
良
住
居
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
集
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
や
や
意
外
だ

が
、
訳
出
の
背
景
あ
る
い
は
動
機
と
そ
の
原
書
の
内
容
と
は
ま
さ
し
く
重
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
西
洋
建
築
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、

文
化
国
家
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、
明
治
初
年
に
は
「
美
麗
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
く
、
火
災
防
御
を
目
的
」
と
し
て
、
西
洋
建
築
の
知
識
を
広
め
よ
う
と
す
る
人
々
が
い
た
の
で
あ
る
。

四

「
西
洋
家
作
雛
形
」
の
原
著
者
と
増
補
者

原
著
者
ア
レ
ン
の
経
歴
等
は
不
明
に
近
い
が
、

（辺

中
に
象
。
・
∞
・
〉
図
。
ロ
ョ
の
名
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
第
五
版
刊
行
の
時
点
で
は
、

一
八
五
O
年
に
行
わ
れ
た
翌
年
開
催
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
の
競
技
設
計
参
加
者

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

7 

タ

1
の
パ

1
ラ
メ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
四
O
番
地
に
事
務
所
を
構
え
る
建
築
家
で
あ
っ
た
。
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増
補
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ

1
ル

（』。
γ
ロ
君
。
ω－P

口
2
E
5
8）
は
お
も
に
建
築
を
扱
っ
た
出
版
者
で
、

ワ
イ
ト
ウ
ィ
ッ
ク
の

「
建
築
の
宮
殿
』
、
ピ
ュ

i
ジ
ン
の

（

mv 

し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

ガ
1
ベ
ッ
ト
の
「
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
原
理
」
な
ど
重
要
な
建
築
書
を
世
に
送
り
出

（

U）
 

一
八
四
三
年
か
ら
一
八
四
五
年
ま
で
「
季
刊
建
築
評
論
』
を
刊
行
し
て
も
い
る
。
『
コ
テ
1
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

「
真
の
原
理
』
、

グ
』
で
は
巻
末
に
追
加
さ
れ
た
一
章
、

ε
目。

czo冨
J

問
。
司
同
jdHWKL
口
当
目
FFHZCmョ
を
執
筆
し
て
お
り
、
そ
れ
は

『
西
洋
家
作
雛

形
』
で
は
、
「
田
舎
の
家
宅
に
付
き
倹
約
法
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

「
コ
テ
！
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』

や
ガ
l
ベ
ッ
ト
の

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
原
理
』
を
含
む
「
ウ
ィ

i
ル
の
叢
書
」
は
ウ
ィ

i
ル
没
年

の
一
八
六
二
年
に
開
催
さ
れ
た
、
第
二
回
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
受
賞
出
版
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
出
版
物
は
ウ
ィ
l
ル

没
後
、
別
の
出
版
社
で
あ
る
ヴ
ァ

1
チ
ュ

l
社
が
買
い
取
り
、
そ
の
刊
行
を
続
け
た
。

五

『
西
洋
家
作
雛
形
」
と
原
本
『
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
の
構
成
上
の
比
較

「
西
洋
家
作
雛
形
』
は

『
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
訳
出
し
て
い
る
が
、
後
者
の
第
一
章
（
白
出
〉
旬
、
国
い
同

H－
C
E
F。
Zゅ
の
め
∞
∞

HqFmw件
。
昆
向
山
宮
内
。
同
宮
内

E
g
g
k
p丹件。
E
E
D
Z
S。
口
調
。
－
HE官
。
2
Z
H
V。
。
円
）
を
含
め
て
い
な
い
。
と
も

に
社
会
的
要
請
が
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
著
さ
れ
、
日
本
で
訳
さ
れ
た
出
版
物
と
い
っ
て
い
い
が
、
本
書
の
よ
う
な
刊
行
物
を
必
要
と

す
る
人
々
の
種
類
あ
る
い
は
階
層
は
両
国
で
は
異
な
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
貧
民
あ
る
い
は
労
働
者
階
級
の
住
居
を
念
頭
に
著
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
日
本
で
は
一
般
住
宅
の
改
良
の
参
考
に
訳
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
書
第
一
章
の
割
愛
は
、
邦
訳
書
で
は
内
容
的
に

不
必
要
あ
る
い
は
不
適
切
と
考
え
ら
れ
た
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
西
洋
家
作
雛
形
』
と
原
書
『
コ
テ
1
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
と

の
構
成
上
の
対
応
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。



第

編

第

編

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

第
三
編

第
四
編

第
五
編

第
六
編

第
七
編

第
八
編

第
九
編

第
十
編

第
十
一
編

9 

巻
之

場
所
井
に
位
置
の
事

。
国
〉
耳
困
何
回
・
∞

2
位
。
口
同
・
言
。

sagaa。ロ

水
利
法
井
に
給
水
の
事

。

I 田

口
ω 
~ 
~ 。
ロ
ロぜコ

世 U

~ ~· 
回答
ロg
∞企4

~ ;ti 
。荷

主身
口。

巧景
色：.. 5-
tn 肖

壁
塀
の
事

巻
之

床
の
事

。
出
〉
司
叶
白
河
口
・
由
。
。
位
。
ロ
同
〈
・
国
。
。
E

屋
根
の
事

白
出
〉
句
斗
回
何
回
・
由
。
の
は
O
ロ
J
N

・問。。同町

風
入
弁
に
温
気
の
事

Q
F句
寸
回
目
口
・

ω
2位
。
ロ
ヨ
・
J
N
O
E
邑
州
注
目
。
ロ
自
仏
当
記
臣
官
側

一
階
二
軒
造
の
小
家
の
事

凸
国
〉
句
叶
回
一
何
回
国
・
問
。

E
R
E
。
ロ
釦
∞
E
m
u
o
E
図
。

2
0
2
z。。。白書
wm。

巻
之
三
家
宅
の
平
面
、
前
面
断
面
の
園
解

同】F
K
F
－目
ω・
司
－
白
戸
タ
回
－
o
J
1

担位。ロ
m
w
m
山⑦の位。ロ
m
w
O件。・

建
築
入
費
の
事

国
首
同
冨
K
F
－
目
。
司
白
。
ョ

建
築
諸
職
人
の
分
課

宅
問
。
阿
国
一
の
〉
司
。

z。
同
君
。
門
官
吉
宮
内
同
。

S
E吾
2
5
a
oロ
え
の
O
耳
鼻
。

巻
之
四

（話

ガ
ル
ド
子
ル
氏
弁
に
ソ
ン
氏
の
職
人
に
備
へ
た
る
一
家
の
造
法

局
EZUH凶
・
冨
o
g
a－
C
向
含
2
g
a
F
5
2
S
F
Z
E
Z局
。
号
凸
。
一

Eぬ。
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第
十
二
編

五
室
の
家
宅
建
築
に
付
諸
職
人
の
分
課

m
弔
問
合
同
自
の

krdcz
え
者
2
w
z
o
Z
号
5
E
吾。

2
2
t
oロ
。
同
。
吉
宮
げ
。
己
諸
問
が
の
。
詳
品
。
。
同
一
回
－
2
5。
E
m

第
十
三
編

田
舎
の
家
宅
に
付
き
倹
約
法

目
白
（
）

Z
O冨
J

『
。
司
何
回
岡
山
区
h

ロ
者
団

HAFHZcm
沙門司

H45仏
S
E
E
S円
8
2
8
5
。
2
5
H
Z
a
E
S
E
2
3？
『
。
百
君
。
色
。
）

_.__ ，、

「
西
洋
家
作
雛
形
』

の
建
築
用
語
と
そ
の
原
語
（
対
応
語
）

以
下
に

『
西
洋
家
作
雛
形
』

で
用
い
ら
れ
て
い
る
建
築
関
連
用
語
を
、
室
名
、
材
料
名
、
な
ど
に
分
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ

ら
は

「
西
洋
家
作
雛
形
』

の
次
に
刊
行
さ
れ
る
邦
訳
建
築
書
「
百
科
全
書
・
建
築
事
』
と
比
較
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
別
の
論
文

で
考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
明
治
時
代
末
期
の
ほ
ぼ
標
準
的
な
建
築
用
語
を
掲
載
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、

一
九

O
六

（
明
治
三
十
九
）
年
刊
の
中
村
達
太
郎
著
「
日
本
建
築
僻
葉
」
と
照
合
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
、
『
百
科
全
書
・
建
築
事
』

は
西
洋
建
築
史
概
説
で
あ
り
、
「
西
洋
家
作
雛
形
』
と
対
等
に
比
較
で
き
る
内
容
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
翻
訳
書
で
は
な
い
も
の
の
、
『
日
本
建
築
辞
蒙
』
は
英
米
独
仏
の
対
応
語
を
所
々
付
記
し
た
実
用
的
建
築
用
語
辞
典

な
の
で
、
や
は
り
実
用
書
で
あ
る

「
西
洋
家
作
雛
形
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
用
語
の
明
治
の
初
め
か
ら
終
り
ま
で
の
、

そ
の
翻
訳
語
の
変
遷
の
一
部
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
本
文
中
で
は
、
日
本
語
（
漢
字
）

の
訳
語
に
、
念
の
た
め
英
語
を
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
補
っ
た
り
、

)I,, 

ビ

を
振
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ひ
ら
が
な
で
日
本
語
の
読
み
を
添
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。



O
建
築
概
念
お
よ
び
建
築
関
連
動
詞

ま
ず
現
在
の
「
建
築
」
に
対
応
す
る
言
葉
と
「
建
築
」
関
係
動
詞
を
見
て
み
よ
う
。

σ巳
E
E
m一
家
、
家
屋
、
建
物
、

σ口
出
向
同
一
造
る
、
作
る
、
築
く
、
建
築
す
る
、
築
造
す
る

築
造
、
家
宅
、
建
築

。。
E
1
2完
成
就
に
至
る

明治五年刊行『西洋家作雛形jの建築用語

。。ロ

a
E
S
造
作
す
る

品
。
富
合
国
天
井
形
に
す
る

円。

σ邑
宮
一
再
建
す
る

。2
3
築
く

「
建
築
」
と
い
う
名
調
は
あ
る
が
、
そ
れ
は

d
巳
同
島
出
汽
に
対
応
す
る
も
の
で
、
底
本
の
本
文
中
に
も
R

向。
E
Z
2己
2
3
の
語
は
な
い
。

ヲ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
は
実
用
書
で
あ
り
、
序
文
の
著
者
名
の
下
に

d
H
n
E
Z
2
3
と
あ
る
の
が
唯
一
の

ε
向
。
E
Z
2己
べ

関
連
語
で
あ
る

o
d
E
E
E汽
に
は
他
に
、
「
家
」
「
家
屋
」
「
建
物
」
「
築
造
」
の
訳
が
当
て
ら
れ
、
「
家
宅
」
の
訳
が
最
多
で
あ
る
。

「
建
築
物
」
と
い
う
訳
は
な
い
。

「
建
築
」
関
連
動
詞
に
注
目
す
る
と
、

J
。
σ巳
E
3
に
「
造
る
」
「
築
造
す
る
」
の
訳
が
あ
り
、

J
。
g
E
2
2
2
3
に
も
「
造
作
す
る
」

の
訳
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
工
部
大
学
校
に
造
家
学
科
が
設
け
ら
れ
、
建
築
学
会
も
造
家
学
会
と
し
て
出
発
し
た
明
治
の
初
め
の
建
築

概
念
も
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。
明
治
初
年
に
は
、
少
な
く
と
も
『
西
洋
家
作
雛
形
』
に
お
い
て
は
、
「
建
築
」
は
構
築
的
、
工
作

的
な
意
昧
の
一
言
葉
で
、
芸
術
的
な
意
昧
の
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。

O
職
能

建
築
に
か
か
わ
る
人
々
の
職
業
名
の
邦
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

11 

向。
E
Z丘
一
建
築
師

σ尽の
Ehw句
。
同
一
煉
化
石
積
立
職
人

gH旬
。
ロ
件
。
同
一
大
工
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g
E
5
2。
円
家
作
請
合
篠
約
書
付

。凶の釦
41伊
丹
。
円
一
土
堀
職
人

私
自
慰
円
一
硝
子
細
工
人

』。

E
2一
指
物
師

E
S
O
R
石
工

】
）
包
亘
書
色
槍
師

官
官
同
EEH£2
紙
張
職
人

1
2
Z
E同
一
左
官

－cEぴ
の
同
一
鉛
細
工
師

同）円

£
2吉
岡
一
雛
形
師

己
主
。
同
一
盤
石
に
て
屋
根
を
葺
く
職
人

∞E
R
H戸
一
鍛
冶

ま
ず
、
「
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
だ
が
、
「
西
洋
家
作
雛
形
』

の
底
本
で
あ
る
「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
は
、
極
め
て
実
務
的
な
実

用
書
で
、
む
し
ろ
「
建
築
諸
職
」
向
け
の
本
で
あ
る
た
め
か
、

d
Hの
E
Z
2
3
の
語
は
一
箇
所
に
出
て
く
る
だ
け
で
、
「
建
築
師
」

の
訳

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
、
「
建
築
諸
職
」

な
ど
の

「
建
築
」

は
何
の
訳
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が

そ
れ
は
時
に
は

ぷ
2
2
E
D
3
の
訳
で
あ
り
、
時
に
は
ぷ
。
ロ

2
2の
位
。
ロ
ョ
の
訳
で
あ
る
。

訟の。

E
5
2。
、
の
語
が
出
て
く
る
箇
所
に
対
応
す
る
部
分
は

「
家
作
請
合
篠
約
書
付
：
：
：
」
と
訳
さ
れ
、
職
名
と
し
て
の
邦
訳
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
ぜ

E守
の
言
、
は
、
文
脈
か
ら
す
れ
ば
住
宅
開
発
な
ど
を
て
が
け
る
人
物
あ
る
い
は
住
宅
企
画
者
だ
が
、
「
雛
形

師
」
の
訳
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
「
雛
形
」
だ
け
な
ら
、

ほ
ぽ

£
g拓
民
ゅ
の
語
に
対
応
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
正

g仲
mD23
と
い

ゆ
っ
職
名
は
底
本
に
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

O
建
物
の
種
類

以
下
の
よ
う
な
用
語
が
建
物
の
種
類
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ず
出
口
門
出
口
町
四
一
家
、
家
屋
、
建
物
築
造
、
家
宅
、
建
築

。
。
詳
品
。
一
家
、
家
屋
、
家
宅
、
住
家
、
小
舎
、

小
家

。
。
洋
品
。
ゲ
巳

E
E
m一
家
宅

色。ロ
Z
。

g洋
品
。
一
二
軒
造
の
小
家
、

二
軒
遣
の
家
宅
、

二
軒
造
の
小
宅

円

7
2ロ
宮
市
川
一
住
家
、
家
宅



。y
c
R
W
寺
堂

。町。
g一
曲
馬
場

皆
同
平
一

yogon
農
家

P
0
5
0
5
0一
焚
物
小
舎

H
g
E
Z一E
O
R
居
住
、
住
居

－
。
企
E
m
a
H
5
5
0一
借
家

7050υ
建
物
、
家
宅
、
建
家

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

言
。
号

5
8詳
品
。
υ

当
今
小
家

切
宮
包

2
2
5
0二
軒
造
の
家
宅

件当。，∞
E
E
o
a
。。件
g
m
o一
二
階
造
り
の
家
宅

三
】
宮
一
園
間

者
向
。
v。
50υ
蔵

者
87H550υ
洗
濯
部
屋

口
問
邑
円
同
調
。
臣
岡
戸
畑
山
口
田
舎
造
の
家
宅

再開

Mgr拳
校

ω件
。
一
地
所

za’
zg。一
道
具
部
屋

4
8同
宮
町
。
匂
一
仕
事
場

住
宅
等
を
さ
す
言
葉
と
し
て
は
「
家
宅
」
が
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ぷ
。
詳
m
p
ぬ
叫
が
そ
の
原
語
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
は
、

底
本
と
な
っ
た

「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

の
記
載
内
容
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ぷ
。
詳
晶
一
%
に
は
「
小
家
」
や
「
小
舎
」

の

訳
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
で
あ
り
、
訳
者
は
ぷ
。
詳
店
内
ぺ
を
と
り
わ
け
小
さ
な
家
と
し
て
紹
介
し
よ
う
と
し
て
は
い
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、

d
E－
島
田
町
叫
の
訳
に
も
「
家
宅
」
が
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
明
治
初
期
に
は
、
現
在

の
「
建
築
」
が
ま
ず
「
造
家
」
と
さ
れ
る
ほ
ど
「
家
宅
」

の
重
要
性
が
大
き
く
、
ま
た
、
「
家
」

の
概
念
が
現
在
の
そ
れ
よ
り
も
広
か

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
住
家
」
お
よ
び
「
家
宅
」

の
訳
は
あ
る
が
、
住
宅
の
語
は
見
え
な
い
。
「
住
居
」

は

d州
HVHgHEロ
ョ
の
訳
と
し
て
あ
る
。

O
部
屋
と
平
面

個
々
の
部
屋
な
ら
び
に
そ
れ
に
準
じ
る
個
別
の
空
間
の
名
称
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

13 

σ。
円
回
目
『
。
。
自
二
抹
部
屋

g
R
B
S入
口

。
。
国
間
一
穴
蔵

岳
民
有
牛
乳
場

。HS晃
雪
隠
、
納
戸
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B
件同
E
2
H
E
R
F一
入
口
、
入
口
部
屋

E
胃

7
8一
憂
所
、
庖
厨

】
笠
岡
高

15。
E
一
住
居
部
屋

－。σσuh
廊
下

。
屈
の
作
用
場

H
X
肖
戸
。
円
一
客
間

開）

gm品
。
一
廊
下
、
通
路

同
）
。
再
開
戸
一
入
口
部
屋

同
）
丘
一
号
雪
隠

円。。
E
一一房室

∞
E
2
5
0
E一
物
置
場

者

S
F
H
L詩
作
洗
濯
場

4
3吉岡自己
2
2一
雪
隠

d
丘ロ間山内。。
E
3
が
一
貫
し
て

「
住
居
部
屋
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

ル
ビ
は
「
す
ま
い
へ
や
」
と
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
、
「
居
間
」
と
い
う
訳
は
ま
っ
た
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
居
間
」
と
い
う
言
葉
は

「
日
本
建
築
酔
葉
』
に
も
掲
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
「
部
屋
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

O
窓
と
開
口
部

窓
と
開
口
部
に
関
す
る
訳
語
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ぴ
位
。
庁
色
。
。
同
一
家
後
の
戸
口

の

2
2
5
E一
障
子
、
障
子
骨
、
匡
組

（
問
。
口
出
。
同
一
二
階
窓

品
。
。
円
二
戸

品。。『場開凶一句二戸口

。
句
。
邑
ロ
mw
空
間

∞
富
町
一
障
格
子
、
障
子

富
田
町
’
母
凶
器
。
一
障
子

∞
訂
正
言
明
窓

吉
岡
）
ロ
ぬ
宮
一
明
り
取

宅
百
円
回
。
者
一
窓

当時ロ【
H
C
4司

IEM窓
口
宮
山
山
一
窓
を
固
住
す
る
金
物

5
z
o
d
Z円
き
お
一
窓
の
匡
組
、
窓
匡

者
百
円
目
。
耳
切
富
町
一
窓
の
格
子

者
宮
島
。
4
司
1

包
口
一
窓
敷
居

「扉」

の
語
は
ま
っ
た
く
使
わ
れ
ず
、
£
。
。
同
ョ
と
£
。
。

2
5句13
の
訳
は
「
戸
」
お
よ
び
「
戸
口
」

で
あ
る
。
こ
れ
は

「
日
本
建
築
軒

葉
』
で
も
同
様
で
、
明
治
末
ま
で

「
扉
」
は
「
戸
」
の
な
か
の
極
め
て
特
殊
な
形
式
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
興
味

深
い
の
は
ぜ
句
。
邑
口
問
、
が
「
空
間
」
と
訳
さ
れ
、
「
す
き
ま
」

の
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
開
放
的
な
建
築
に
な
じ
ん

だ
日
本
の
専
門
家
に
は
、
「
戸
口
」
や
「
窓
」
な
ど
を
一
括
し
て
の
、
壁
に
あ
け
ら
れ
た

「
開
口
部
」
と
い
っ
た
概
念
が
理
解
し
に
く



て
て
は
い
な
い
。

か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

J
S何
%
を
「
障
子
」
と
訳
し
て
い
る
。
『
日
本
建
築
辞
葉
』
に
な
る
と
「
障
子
」

の
語
を

J
S弓
に
当

O
構
造
お
よ
び
基
礎

明治1i年liJ行『西洋家作雛形』の建築用語

基
礎
を
含
む
構
造
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ず
担
。

E
B同
一
基
礎

σ。
ロ
島
口
約
榛
曲

ぴ
同
位
。
巾
ぺ
フ
レ

l
ス

ず
円
片
付

gロ
2
2の
位
。
口
一
煉
化
石
造

時
白
岡
戸
。
一
箱
形

内
可
臼

Emγ
君
。
晃
一
匡
組
、

同
。
。
江
口
哲
一
地
形

ぬき

E丹
地
面

E
E。
E
U百
石
細
工

H
L巳
甘
口
口
一
地
礎

「
基
礎
」
と
い
う
言
葉
は
思
っ
た
ほ
ど
一
般
化
し
な
か
っ
た
の
か
、

「
日
本
建
築
軒
蒙
」
に
は
「
礎
」
と
あ
る
。

建
築
用
語
と
し
て
の

d
Eの｝向。。ロ
2
2
2百
円
「
煉
化
石
造
」
と
並
ぶ

J
E
S。
ロ
『
可
が

フ
レ
ー
ム
ウ
ォ
ル
ク

「
石
細
工
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
石
工
が
大
規
模
な
構

造
で
は
な
く
、
小
規
模
な
細
工
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
た
め
に
、
積
石
造
そ
の
他
の
言
葉
が
思
い
付
き
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

O
壁
体
と
柱

壁
や
柱
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

σ。ロ
aE江
ヨ
ゲ
巾
同
一
ポ
ン
ド

チ
ン
ブ
ル

の。ず

4
5口
一
粘
塀

（
壁
中
の
貫
柱
）

z
g
g色
調
色
一
一
外
壁

回口
m
U宙
開
戸
開
）
。
ロ
円
同
一
英
国
の
積
方

色。。『，
H
X
）
忠
一
戸
柱

15 

開回。－
Z
若
者
乱
－
一
－
空
白
壁

自
己
牛
若
釦
回
目
一
泥
塀

君
。
宮
町
yσ
。
口
弘
一
フ
ラ
ン
ト
ル
園
の
積
方

同
）
釦
同
吾
古
口
一
界
壁
、
隔
壁

宮
口

2
H）州民
t
E
O
R
屋
内
の
界
壁
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宮
－
墨
色
。
ロ

σ。
向
島
一
隅
柱

円山口問尽

2
一
界
柱

∞
同
門
田
中
旬
。
巴
一
サ
イ
ド
、
ポ
ス
ト

4

司
釦
回
目
一
壁
塀

「
英
国
積
」
あ
る
い
は
「
イ
ギ
リ
ス
積
み
」
と
い
っ
た
用
語
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
。

O
屋
根
と
床

屋
根
、
天
井
、
床
等
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

σ巳
窓
口
一
床
板

。。ロ

Emw
天
井

。
。
思
嘉
吉
庄
一
天
井
根
板

出
。
。
同
一
床

同
。
。
卒
。
互
い
根
板

ロ言。↓

g
y由
。
。
円
一
石
灰
床

唱
。

E
丘
出
。
。
同
一
地
床

明
。

E息
切
宮
司
一
二
階
な
き
平
屋
の
床

円
。
。
同
一
家
根

円
。
。
コ
ロ
ゆ
一
屋
根
瓦

己
旬
、
件
。
『
。
。
同
一
盤
石
屋
根

丘
町
出
口
書
留
瓦

芭
巾
由
。
。
円
一
瓦
床

口問｝同）

2
由
。
。
『
一
上
床

毎回）
2
2
0司
一
二
階

煉
瓦
は

「
煉
化
」
と
書
か
れ
、
「
れ
ん
か
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

（
ル
ビ
は
「
れ
ん
く
は
」
）
0

ぷ
。
。
守
に
は

「
屋
根
」
と
「
家
根
」

の
両

表
記
が
あ
る

o
d
m
w
z
t
は
「
ガ
ブ
ル
」
と
表
記
さ
れ
、
破
風
の
語
は
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
。

O
詳
細

詳
細
部
分
の
名
称
に
回
向
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

σω

－52
9
欄
干
て
す
り

2
2
3。
宵
糞
桶

。E
Eロ
ミ
I
P
M
m
r
畑
出
の
管

の

E
E
D
a
z
p肖
E
Z一
一
畑
筒

。
E
E
E
m弔
問
｝
。
け
畑
筒
の
上
部

。E同
5
3
1∞EHH一
煙
筒

。
E
Eロ
ミ
自
由
宮
内
庁
畑
筒

の
。
当
日
一
カ
ウ
ル

。
何
事
再
庇

gs中
山
吉
伸
吉
岡
一
軒
樋

出
口
勇
支
木

山
川
口
詳
の
『
出
口
早
一
樋



同戸。己由。
E

骨
一
色
口
一
家
々
の
各
溝
、
家
屋
に
属
せ
る
管
溝

』。E
伸
一
接
際

E
F一
横
木
、
ラ
ッ
ス

ロ
E
Z
鴨
居

E釦
H

戸
件
。
同
一
マ
ン
テ
ル

句
。
宮
宮
島
問
。
日
戸
命
。
ー
。
。
。
円
当
者
一
尖
り
た
る
弓
形
の
入
口

円
態
。
同
一
模

江
仏
側
州
市
一
棟

∞
官
庁
流
し
場

同
丘
ぬ
め
九
回
。
一
棟
瓦

包
回
一
敷
居

明治五年刊行「西洋家作雛形』の建築用語

∞同色
E
一
階
梯
、
階
梯

∞丹江口問山
1

げ
の
向
。
同
一
ス
ト
リ
ン
グ
、
ビ

l
レ
ル

S
H
T
4
t－
。
一
屋
谷
瓦

当
時
ロ
門
官
自
作
風
見

ぜ
。
冨
言
。
向
の
何
回
。
仏
品
。
。
円
当
者
－
3

は
「
尖
り
た
る
弓
形
の
入
口
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
「
尖
頭
ア
l
チ
」
な
ど
の
用
語

の
ま
ま
訳
し
残
さ

氏
自

E
。
円
一
ト
リ
ン
ム
ル

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た

」
。
宮
件
一
根
板

5
4
2
H一
子
ウ
ェ
ル

円
。
宮
』
君
主

2mRmw円
一
雨
水
漉

∞同

2
同
）
ゆ
円
一
根
板
木

ap－H
門
川
匂
泊
。
一
箱
段

可
。
邑
－
一
平
板

一
例
と
し
て
、
階
段
関
係
の
詳
細
を
見
る
な
ら
ば
、
窓
口
。
当
巴
ョ
は
「
子
ウ
ェ
ル
」

れ、

J
Z
H
R
S
べは
「
箱
段
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
階
段
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
詳
細
用
語
の
違
い
は
観
念
そ
の
も
の
の
遣
い
と
つ
な

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
o
J
E史
勺
も
「
平
板
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
日
本
建
築
瀞
蒙
』
に
な
る
と
「
踏
面
」
が
あ

O
設
備
お
よ
び
衛
生
関
係

設
備
お
よ
び
衛
生
関
係
で
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

σ。－－
E

宵
向
嗣
）
一
半
鐘
形
の
具

同
）
ロ
昇
一
水
溜
場

丘
回
件
。
富
一
注
管

門
田
『
包
口
一
水
溜

骨
包
岡
戸
E

青
島
刷
穴
水
漏 のC
C
Eロぬ

1mgぐ
。
一
煮
焚
す
る
ス
ト
ー
ブ

骨
一
包
ロ
目
立
句
。
一
汚
水
管

円
同
門
包
ロ
品
。
一
水
利
、
水
利
法

17 

。Z2
7

。5一
台
塵
溜

m
g
E
1告
の
め
一
火
焚
場

《同

g
z
y民
丹
一
慶
落
筒

同
）
口
百
一
切
一
ポ
ン
プ
、
酬
明
筒
ポ
ン
プ
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活
者
。
F
E包
回
日
大
水
道

4
0ロ
昆
問
書
量
一
風
気
、

風
気
法
、

風
入

当
局
自
宮
m一
温
気

4
『一
S
Z
1
Z宮
川
下
水
桶
、
ウ
ァ
ス
テ
、
パ
イ
プ

R42け
白
星
。
ロ
ョ
が
「
風
気
」
「
風
気
法
」
「
風
入
」
、

4
g
E
aョ
が
「
温
室
と
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
『
日
本
建
築
辞
差

に
な
る
と
「
換
気
塔
」
と
い
う
用
語
が

J
⑦
ロ
邑
邑
宮
口
宮
司
命
、
に
当
て
ら
れ
よ
う
に
な
る
。
「
暖
房
」
「
暖
気
」
等
の
語
は
『
日
本
建

築
構
葉
」
に
も
な
い
。

O
材
料

建
築
材
料
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

富岡）
HgHZ一
涯
青

。
。
司
c
m
g
o丸
山
同
。
口
口
敏
壁
の
あ
る
鉄

σ江
の
｝
同
一
煉
化
石

。虫干一片岡
O
R
鋳
鉄

B
S
O
S
着
合
物

。。ロ
2
2
0一
混
合
物

出円。，

E号
フ
ハ
イ
ル
、
ブ
リ
ッ
キ

私
自
円
硝
子

何回包

H
E。
且
同
一
へ

l
ル、

モ
ル
タ
ル

E
包
旨
匂
悼
の
置
ロ
ぬ
一
マ

l
ム
、
ピ
ッ
キ
ン
グ

ヨ州
W
Z
E
h比
一
物
材
、
材
品

自
。
昇
同
一
漆
灰

宮
旬
。
同
一
色
紙
、
壁
紙

刷
出
国
民

H
W
ピ
ユ
ッ
チ
1

。
自
貸
出

g
g－E
。
一
飾
り
瓦
包
恒
常
一
磐
石
、
盤
石

mH恒
常
円
。
。
同
一
盤
石
屋
根 同

）

h
H
吉
川
江
口
ぬ
い
壁
紙

↓
虫
色
げ
寸
形
の
釘

－g
Z同
一
漆
灰

芭
。
図
。
。
同
一
瓦
床
町コω 
司。

a ! 
~ .. 
H 敷
材石
木
国
抵
当
色
宮
ぬ
い
鋳
形
造

同
｝

E
ロ
昆
。
一
平
瓦

ョ
。
嘉
吉
ム

g
R鋳
鉄

『
日
本
建
築
箭
葉
』

で
は

d
『
仙
の
町
は
「
煉
瓦
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
煉
化
石
ト
モ
イ
フ
」
と
さ
れ
、
「
煉
化
石
」

の
名
称
は
明
治
期

を
通
じ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

R
E。巴
ω
H
3

や

R
1
8君
、
に
は
「
漆
灰
」

の
訳
を
当
て
て
い
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る



「
漆
喰
」
は
「
石
灰
」

の
唐
音
読
み
の
当
て
字
だ
が
、
「
漆
灰
」
は
両
者
の
中
間
形
と
も
い
え
る
。
『
日
本
建
築
僻
蒙
』

で
は
「
漆
喰
」

と
な
っ
て
い
る

o
d
E
qョ
も
そ
の
ま
ま
「
ピ
ユ
ッ
チ
l
」
と
さ
れ
て
い
る
が
『
日
本
建
築
僻
葉
』
に
な
る
と
現
在
の
よ
う
に
「
パ
テ
」

と
な
っ
て
い
る
。
「
煉
瓦
」
「
漆
喰
」
「
パ
テ
」
な
ど
の
材
料
名
は
、
明
治
期
の
う
ち
に
現
在
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
日
本
語
名
称
が
確

立
し
た
例
で
あ
る
。

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

O
家
具
お
よ
び
造
作

家
具
お
よ
び
造
作
関
係
語
で
は
、
第
一
に
、
底
本
で
あ
る
「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

で
唯
一

d
自
民
仲
間
べ
の
語
が
出
て
い
る

箇
所
が
、
ほ
ん
の
数
行
だ
け
『
西
洋
家
作
雛
形
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
省
略
さ
れ
て
い
る
か
、

原
語
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

。
己
主
】
。
向
島
日
コ
ッ
プ
ボ
ー
ル
ド

円
同

0
8
5位
O
R
装
飾

骨

g
理
同
一
料
理
基

同。。仏’
m州
民
。
一
食
物
棚

唱
州
混
合
グ
レ
ー
ト

∞
民
。
一
食
物
棚

O
建
物
周
辺
お
よ
び
都
市
と
地
域

都
市
や
地
域
に
関
す
る
、
建
物
の
外
部
環
境
関
係
で
は
、
次
の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

aqh都
府

島
卑
見
合
酔
一
地
方

町内込町判。一生栢一

2
2
2日
市
街

市
町
向
島
。
口
一
園
庭

言
者
同
行
城
下

可
。
ロ
の
Y
一溝

誌
の
宮
仲
守
口
近
傍

対
向
。
一
庭

19 

J
。
当
ロ
ョ
に
「
城
下
」
の
語
を
当
て
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
明
治
初
年
の
訳
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。
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O
設
計
計
画
用
語

設
計
や
計
画
に
関
す
る
用
語
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

印。。。

E
O円r
E
O
D一
間
取

釦

H
E話
。

E
g同
一
位
置
、
間
取

（
問
。

a
m
R
雛
形

与の一閉山仲間山口

Emw
雛
形
の
工
夫

円
四
円
自
主
口
約
雛
形

色
。
ぐ
民
吉
口
一
見
上
る
所
の
表
面
、
表
面
、
前
面

待。

E
一
前
面

同
）

E
R
平
面
、
方
便

告
内
悼
の
∞
一
間
隙
、
空
間
、
空
地

∞
句
。
。
匹
。
伊
丹
宮
口
一
分
課

可
自
習
⑦
円
耳
切
ゅ
の
位
。
口
一
様
子
の
断
面

話
。
位
。
口
一
一
断
面

£
g
－mロョ、
£
g
r官
官
円
、
五

E
呈
出
ぬ
ョ
な
ど
に
「
雛
形
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
底
本
の

「
コ
テ
l

ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』

は
施
工
を
主
眼
に
ま
と
め
ら
れ
た
実
務
書
だ
が
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』

は
そ
れ
を
雛
形
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
う

か
、
あ
る
い
は
設
計
の
参
考
と
す
べ
く
訳
出
さ
れ
た
刊
行
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
「
分
課
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

J
匂

2
5の
旦
吉
ロ
ョ

は
、
『
日
本
建
築
辞
葉
』

で
は
「
仕
様
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

O
防
火
防
災
、
積
算
、
施
工
関
連
用
語

最
後
に
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
訳
出
の
背
景
で
あ
っ
た
防
火
防
災
に
関
す
る
用
語
、

な
ら
び
に
、
積
算
、
施
工
、
修
理
等
に
関
連
す
る

用
語
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

g
R一
入
費

gEH己
主
。
一
概
算

出
店
也
円
。
。
同
角
川
。
ロ

2
2の
位
。
口
一
火
防
の
造
法

出
店
E

切
さ
え
由
。
。
同
一
火
災
の
患
ひ
な
き
床
、
火
災
の
恐
な
き
床

『

Z
E
g
Z
E
O
E
H
再
建

『
告
包
円
一
修
覆
、
修
復

者
。
晃
一
作
業



七

お

わ

り

に

以
上
、
「
コ
テ
l
ジ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
』
と
「
西
洋
家
作
雛
形
』
と
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
西
洋
（
英
語
）

の
建
築
用
語
が
明
治

初
年
に
ど
の
よ
う
な
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
の
か
を
見
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
建
築
に
な
か
っ
た
概
念
は
当
然
、
訳
出
困
難
で
、

明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語

奇
妙
な
訳
語
も
多
い
。
し
か
し
、
全
体
的
に
は
、
明
治
五
年
と
い
う
、
ま
だ
正
式
な
建
築
教
育
な
ど
ま
っ
た
く
始
ま
っ
て
い
な
い
段
階

で
行
わ
れ
た
翻
訳
に
し
て
は
、
か
な
り
適
切
な
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
訳
者
な
い
し
は
翻
訳
に
助
言
を
与
え

た
日
本
人
に
、
実
物
の
建
物
あ
る
い
は
雛
型
や
図
面
の
よ
う
な
も
の
で
、
建
物
の
各
部
を
指
し
示
し
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
日
本
語
を

彼
ら
が
見
い
だ
し
ゃ
す
い
よ
う
に
助
け
た
西
洋
人
が
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。

翻
っ
て
記
す
な
ら
ば
、
『
西
洋
家
作
雛
形
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
建
築
関
連
用
語
は
、
最
初
期
の
一
群
の
建
築
翻
訳
語
と
し
て
の
み

価
値
が
あ
る
だ
け
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
幕
末
ま
で
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
建
築
用
語
と
し
て
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し

て
明
治
初
年
に
ど
の
よ
う
な
英
語
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
た
の
か
を
記
録
す
る
、
貴
重
な
史
料
な
の
で
あ
る
。
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注

（1
）
ア
ル
レ
ン
（
村
田
文
夫
・
山
田
貫
一
郎
訳
）
「
西
洋
家
作
雛
形
・
一
』
玉
山
堂
、
一
八
七
二
年
、
一
一
一
丁

（2
）
チ
ャ
ン
プ
ル
ス
（
隣
藤
成
緒
訳
）
『
百
科
全
書
・
建
築
事
」
文
部
省
（
一
八
八
二
）
お
よ
び
チ
ャ
ン
プ
ル
（
都
築
直
吉
訳
）
『
百
科
全
書
・

造
家
法
」
丸
善
（
一
八
八
四
）
は
、
と
も
に
当
日
g
g
g品
安
｝
σ0円悼の
F
E号
2
国（巾門戸）

wsss言
語
ぽ

E
守

3
5
s
s
h。『
H
V
－

君。も
N
p
d司－
hw
開－

P
E号。
F
F
O
E
S
B
S
回
忌
与
記
事
ロ
ム
・
の
民
同

n
z
g
S肖
え
の
章
の
邦
訳
で
あ
る
。
同
一
書
別
版
の
訳
だ

が
、
記
述
内
容
、
図
版
と
も
、
相
当
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
秋
月
胤
永
が
、
後
者
は
大
鳥
圭
介
が
校
閲
者
と
な
っ
て
い
る
。
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明治五年刊行『西洋家作雛形』の建築用語
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